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　　　　　　　　　　4月からは1年生

　3月18日、江南幼稚園で平成5年度修了証書授与式が行われました。

　今年は143名（男73名女70名）の園児が卒園し、4月からは南・北小学校に

入学します。園長先生から修了証書が一人ひとりに手渡され、無事に成長した

姿に、お父さん、お母さんも満足そうでした。
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三
目
の
定
例
議
会
で
、
平
成
六
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　

本
年
度
の
［
般
会
計
予
算
は
、
三
十
九
億
九
干
万
円
で
、
昨
年

度
に
比
べ
て
四
億
六
干
万
円
、
十
三
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
景
気
の
長
期
低
迷
や
減
税
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
要
望
を
生
か
し
て
、

彩
り
豊
か
な
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　長年の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
総
合
文

化
会
館
建
設
事
業
の
着
工
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

と
す
る
た
め
、
町
は
老
人
保
健
福
祉
計

画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
計

画
に
掲
げ
る
様
々
な
事
業
、
各
字
ご
と

に
特
色
あ
る
事
業
を
実
施
し
、
地
域
の

活
性
化
を
促
進
す
る
補
助
事
業
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
新
規
事
業

●
（
仮
称
）
総
合
文
化
会
館
建
設
継
続

　
事
業

●
（
仮
称
）

計
委
託

町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

●
環
境
衛
生
委
員
の
創
設

　　　　　　　
　　　　　　廃
　　　　　　棄
　　　　　　物
　　　　　　減
　　　　　　量
　　　　　　対
　　　　　　策
　　　　　　推
そ　の　他　進
　51，036千円事

　　　　　　業
議　　会　　費

　111，023千円

■性質別歳出内訳

公　　債　　費

　169，781千・円

消　　防　　費

　174，485千円

衛　　生　　費

　301，249千円

8
53

9，704

150．773

扶助費244，24

・
、
繋

、的

その他29，0

　公債費16塞　邸、、灘

　　n　　1　　「　　　1

蕪演
　　　欝

繰出金

火件費
8曾8，858

捕勘費讐
573，846

　　　物仲費

費
興

3，990，000

（単位：千円）

423，521

禅
＄
、11i…「』欝

聯
嚢
ー

建設婁業費
玉，467，044

、
禽
鱗
鰹

積立金等32，953

●
（
仮
称
）

事

駒
形
公
園
駐
車
場
整
備
工

●
町
国
際
交
流
協
会

助

（
仮
称
）
設
立
補

●
成
沢
集
会
所
（
仮
称
）
設
計
委
託

●
各
字
自
主
事
業
推
進
補
助

農林水産業費
　302，454千円

土　　木　　費

　383，278千円

教　　育　　費

　440，230干円

民　　生　　費

　482，479千円

総　　務　　費

1，573，985千円

●

■一般会計歳入・歳出内訳

（億円）

　　151050

□平成6年度
匿］平成5年度

510　15
（億円）

町　　　税
1，631，861千円

地方交付税
　700，000千円

町　　　債
’600，000千円

繰　入　金
　367，963千円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藷
熱
灘
の
断

喋
蹴
　
方
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鶴
鞭
算

　
6

鴨
職
予

予
　
一

町民の暮らしを支える

　　　　　』生活利便都市

道路・橋りょう……………282，792

0生活道路整備事業………187，564
0交通安全施設整備事業一・…49，500

0幹線道路整備事業…………45，728

市街地整備………………・・一9，435

0土地区画整理事業…………6，340

0熊谷南部地域開発…………3，095

生活にゆとりとうるおいのある

　　　　　快適環境都市

環境衛生・ゴミ・し尿処理244，973

0ごみ処理事業……………117，313

0し尿処理事業………………76，781

0葬斎施設建設費負担金……32，077

0塵芥収集事業………………17，094

0廃棄物減量対策事業一……1，182

0ごみ処理容器購入助成事業…526
公園・緑地・………………9・…7，043

0まちづくり公園整備事業…3，572

0公園管理事業………一一…3，100

0ふるさと歩道管理委託………371
交通安全整備事業……………5，574
防災・防犯……………・…・・…49651

0防災行政無線整備事業……3，451

0消防施設整備事業…………1，200
公害対策……・…………・…・…4う232

○ねたきり老人等入浴サービス事業

　　　　　　　　　　　3，600
0地域福祉基金活動事業……2，601

0学童保育事業………………1，898

0老人家庭奉仕員派遣事業…1，268

0ねたきり老人等短期保護事業901
0金婚式等招待事業……………338
0ひとり親家庭医療対策事業…189
社会保険の充実………………60，200

0国民健康保険の充実………32，985

0老人医療の充実……………27，215
保健・医療…………・…一・…22，114

0疾病予防・健康づくり推進事業

　　　　　　　　　。・一一13，792
0基本健康診査事業…………3，418

0健康診断助成事業…………2，500

0機能訓練事業……・…………・・837

0高血圧と心疾患予防対策事業

　　　　　　　　　　。・一一　804
0母子保健事業…………………　763
同和対策事業………・………・・59012

○中学校施設整備事業………4，350

社会体育……………・…・一…139983

0社会体育振興事業…………12，433

0運動公園整備事業…………1，550

パソコン導入事業……………6，308

中学校外国人講師授業………3，739

コミュニティ………………・992，100

0集会所整備事業……………1，500

0コミュニティづくり推進事業600
　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　一

自立経済都市，

ふるさとの文化を大切にする

　　　　　生涯学習都市

農林業の振興………………172，191

0生活環境整備事業…………93，073

0生産基盤整備事業…………52，627

0農業経営の安定確立事業…18，947

0林業整備事業………………7，544

商工会の育成一…………一・10，652

観光振興推進事業一…・…一1，435

テクノグリーン構想の推進………77

／町民の夢を大切にし実現する

1　　　　未来都市

安心していきいきと暮らす

　　　　　　　　健康都市

福祉…………・……・…一3119259
0児童措置事業……………134，502

0老人保護措置事業………116，116

0身体障害者福祉事業………21，038

0社会福祉協議会の充実……8，827

0高齢者対策事業……………7，981

0在宅重度心身障害者手当支給事業

　　　　　　　　　　　7，500
0ねたきり老人手当等支給事業

　　　　　　　　　…　。。・　4　500

（3）

社会教育一……………・・190359931

0総合文化会館整備事業1，030，000

0同和問題啓発事業…………3，331

0生涯学習推進事業…………1，850

0子供会育成事業………………750
幼児教育事業・………………・・89，786

文化…………・…・…・………46，807

0町史編さん事業…・一…一30，850

0文化財発掘調査事業………15，657

0民俗文化財後継者育成補助金300
学校教育・………………・一…209937

0小学校施設整備事業b……・・16，587

行政運営…・…………・…・……25，629

0電算事務運営事業…………23，852

0世界農林業センサス…一　1，054

0統計思想普及事業……………723
住民参加………………………11，766

0広報の発行………………・一8，659

0人材育成事業………………1，807

0青少年健全育成事業………1，000

0国際交流事業…………・…　　300

　　　　　　　　（単位＝千円）
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　特別会計
　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうこき

住宅

集排

国保

老保

水道

Eコ平成5年度

□平成6年度

華雛

懸・「雛毒肇華

糠「籔鱒、謬毒総離藤

懇、辮、畦、1、離、蒙蕎華懸「

名計会

1億　2億　3億4億　5億　6億

安愈して生き奪き暮ら達糊

　国民健康保険特別会計

については、安定した保

険給付の確保と健全な運

営を図るために、疾病予

防に重点を置き、国保の

疾病分類や医療費動向を

生かした健康づくり事業

を保健センターと連携し

て実施するほか、人間ド

ック受診費補助事業など

によって、安心して生き

生きと暮らす健康な町づ

くり実現のために、歳入

歳出それぞれ4億3，841万

9千円（前年より6，968万

1千円減）の予算を計上
いたしました。

国民健康

　保険税
〔198，573）

国・県支出金
〔128、353〕

療養給付費

　交付金
〔51，013）、

繰入金〔32，986）

その他、
（27，494）

麗翻、

保険給付費1
（329，438）

老人保健

　拠出金1
（67，331）・

総務費’
〔24，B45）

その他（16，805）

　　　　老人保健特別会計に

　　　っいては、人生80年時

　　　代を迎え老人が健康で

　　　生きがいを持ち安心し

　　　て暮らせるために、高

　　　齢者の健康保持と増進

　　　を図るよう万歩計を配

　　　布し、歩く健康づくり

　　　推進事業、健康に対す

　　　る自覚と認識の高揚を

　　　推進するため健康者表

　　　彰などを計画し、歳入
　　　歳出それぞれ4億9，617

　　　万3千円（前年より3，

　　　797万2千円増）を計上
●　いたしました．

支払基金

　交付金
〔337，004〕

国・県支出金
（126，949〕

繰入金〔27，214）

その他
〔5，006）

医療諸費
（487，547）

予備費〔5，000）

その他〔3，626）

　住宅資金貸付事業特

別会計については、生

活環境である住宅環境

の整備、改善を図るこ

とを目的として、今日

まで積極的に取り組ん

でまいりました。本年

度も生活環境を改善し、

同和問題の早期解決を

はかることを基本とし

ました。事業は、住宅

新築資金貸付事業並び

に住宅新築資金等貸付

事業債の償還などで、

歳入歳出1，416万5千円

を計上いたしました。

諸収入〔6，108）

町　　債
〔4，600）

その他〔3。457）

公債費（7，842）

住宅資金貸
付事業費、
〔6，270）

諸支出金
　（53）

1小江川・御亜地区の管路工事

　農業集落排水事業特

別会計については、農

業用水の水質保全と農

村生活環境の改善整備

を図るため、今日まで

積極的に取り組んでま

いり、現在7集落が供

用開始し稼働しており

ます。本年度において

は、小江川地区、御正

地区の管路埋設工事と

三本地区処理施設の外

構工事を予定し、前年

比11．1％減の4億8，493

万円を計上いたしまし
た。

薩響撫墜1

県支出金毎
〔263，130）

町　　債
〔137，000）

その他（84，800）

農業集落排
水事業費

〔459，741）

公債費（25，188〕

予備費
　〔1〕

・
、

安塗袴蜜定しだ絵水を 繍韓
、詳，娘益的支壌☆

営　業　収　入　276，960 営　業　費用　259，165

営業外収益　　8，001 営業外費用　102，194

特別　利　益　　　　1 特別　損　失　　　　1
予　　備　　費　　　200

合　　　計　　284，962 合　　　計　　361，560

叢資翻瞳欝、麹

一般会計負担金　　1，200 建設改良費　　137，710

負　　担　　金　　40，480 企業債償還金　　24，090

合　　　計　　　41，680 合　　　計　　161，800

　水道事業会計については、収益的収入2億8，496万2千円、収益的
支出3億6，156万円で差引不足額7，659万8千円となり、損益で6，
361万円繰越欠損の見込です。また、資本的収入4，168万円、資本
的支出1億6，180万円で差引不足額1億2，012万円は、過年度分及
び当年度分消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、
減債積立金及び建設改良積立金で補てんします。

（4）



●

平
成
六
年
第
一
回
定
例
議
会
が
一
二
目
十
日
か
ら
十
七
目
ま
で
の
会

　
期
八
目
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
六
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別

　
　
　
会
計
予
算
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど

　
　
　
　
二
十
四
議
案
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

　
　
　
　
　
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
江
南
町
在
宅
介
護
報
償
金
支
給
条
「

　
ね
た
き
り
老
人
等
の
在
宅
介
護
を
支

援
し
、
一
層
の
在
宅
福
祉
の
向
上
を
図

例議会
を可決

平成6年第1回
新年度予算など24言i

る
た
め
、
介
護
者
に
報
償
金
を
支
給
す

る
も
の
で
要
介
護
者
一
人
に
つ
き
月
額

一
万
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
住
民
課
を
住
民
福
祉
課
に
保
健
課
を

保
健
衛
生
課
に
改
め
る
も
の
で
す
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
労
働
基
準
法
及
び
関
係
政
省
令
の
改

正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。

●
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

　
に
関
す
る
条
例
の
ロ
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
衛
生
委
員
を
環
境
衛
生
委
員
に
改
め

る
こ
と
と
、
地
域
福
祉
の
充
実
と
主
要

事
業
推
進
を
図
る
た
め
、
行
政
事
務
指

導
員
を
設
置
し
ま
す
。

●
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
老
齢
年
金
支
給
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

　
条
例
の
名
称
変
更
と
そ
の
支
給
額
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

七
〇
～
七
九
歳
が
四
千
円
を
五
千
円
に

八
○
～
八
四
歳
が
五
千
円
を
八
千
円
に

八
五
歳
以
上
が
六
千
円
を
一
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

●
江
南
町
衛
生
委
員
設
置
条
例
の
一
部

●

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
条
文
の
一
部
改
正
と
、
し
尿
汲
み
取

り
料
金
が
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
当
り
二
百

九
十
円
か
ら
三
百
十
円
に
改
定
さ
れ
る

も
の
で
す
。

●
江
南
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

　
事
業
の
健
全
化
と
経
営
の
安
定
を
は

か
る
た
め
に
、
水
道
料
金
及
び
加
入
金

が
改
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
平
成
六
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
六
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
六
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
六
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
六
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
六
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
五
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
五
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
、

四
億
七
千
九
百
六
十
一
万
八
千
円
を
減

額
し
予
算
総
額
は
三
十
七
億
九
千
八
十

七
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
概
要
は
、
歳
入
歳
出
と
も
総
合
文
化

会
館
の
工
事
が
平
成
五
年
～
六
年
の
二

ヵ
年
計
画
が
、
平
成
七
年
ま
で
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
基
金
か

ら
の
繰
入
金
や
町
債
の
減
額
、
歳
出
で

は
、
建
設
費
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

●
平
成
五
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
、

四
百
八
十
三
万
四
千
円
を
追
加
し
、
総

額
は
五
億
一
千
五
百
二
十
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

●
平
成
五
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
、

六
千
六
百
十
四
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
五
億
一
千
六
百
七
十
六
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
五
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
、

二
億
九
千
九
百
九
十
九
万
四
千
円
を
追

加
し
、
総
額
は
十
一
億
四
千
八
百
八
十

三
万
四
干
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

認
定
（
幅
員
一
〇
m
～
十
四
・
五
m
で

延
長
二
、
三
〇
三
・
六
m
）

廃
止
（
幅
員
一
・
三
m
～
十
m
で
延
長

一
、
八
八
三
・
二
m
）

　
県
道
深
谷
・
東
松
山
線
及
び
町
西
部

幹
線
町
道
改
修
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
㈲
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一
一
一
二

県立小原循環器病センターのオープンにより
二
’
ー

　rσ’●

～，
へ▲一

路線バス（東武バス）が増発します！！

　
小
原
療
養
所
は
、
呼
吸
器
系
の
医
療

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
心
臓
系
の
病
気
が
増
え
る

傾
向
か
ら
、
心
臓
な
ど
の
高
度
な
専
門

医
療
を
行
な
う
た
め
に
、
県
は
敷
地
を

拡
大
し
て
、
百
七
十
五
億
円
を
か
け
循

環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
四
月
一
日
に
オ
ー
プ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
便
利
を
図
る
た
め
に
、

路
線
バ
ス
の
増
発
を
要
望
し
た
と
こ
ろ

表
の
と
お
り
路
線
バ
ス
が
増
発
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
沼
公
園
入
口
付
近
で
は
、
一
日
十

七
便
か
ら
三
十
二
便
に
増
発
し
ま
す
の

で
、
通
勤
・
通
学
に
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
増
発
さ
れ
る
バ
ス
に
は
、
小
原

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
折
返
し
・
セ
ン
タ

ー
先
回
り
・
本
畠
先
回
り
の
三
種
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
際
に
は
停

留
所
の
時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

熊谷駅行時刻表熊谷駅～小原循環器病センター時刻表

熊　谷　駅　発 小原循環器病センター発 時
刻

大沼公園予定時刻

平　　日 休　　日 平　　日 休　　日 平　　　日 休　　日

7＝40 8：18 7＝00 8：49 6 10　43 21

7：55 9：43 7：35 10：14 7 04　13　39 10

循小　8二20 11＝07 8＝11 11：38 8 00　15　30　53 27　53
9：24 11：50 8：26 12＝21

9 43 22　57
循小10：18 12：55 循小　8145 13：26

10 00 18　55
10：51 13：45 9：56 14：16

11 17　44 42
12：25 14二30 循小10＝43 15＝12

12 23 07　25　43
13：26 15＝50 11：40 16：29

13 00　13 30　48
循本13：50 循本16141 12：56 循本17：20

14 01　23　34 20　49
14：31 18＝20 13：57 18：51

16＝14 循本19＝00 循本14：29 循本19：39
15 25　44 16　48

循本16：46 15＝40
16 23　49 33

循本17：39 16：45
17 06　30 06　25

循本18：52 循本17＝25 18 20　23 08　55

循本19：52 循本18：18 19 26　36 18　44

循本19＝31 20 25　36 09

循本・本畠先廻循環バス 循本20：31 21 26

循小・小原循環器セ先廻循環バス

熊谷警察署改築

工事に伴う

仮庁舎のお知らせ

　
熊
谷
警
察
署
は
庁
舎
改
築
工
事
の
た

め
、
平
成
六
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
平

成
八
年
三
月
末
日
ま
で
の
間
、
仮
庁
舎

で
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
仮
庁
舎
は
、
つ
ぎ
の
場
所
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仮
庁
舎
住
所

　
熊
谷
市
大
字
石
原
四
八
七
番
地
一

　
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
魯
二
ふ
ハ
ー
〇
一
　
一
〇

熊谷警察署仮庁
＿』至、本田

○○○

‘

家具の
宝船

←一一一　方通行

関ロ
ガソリン

㌧　警察署

　仮庁舎

警察署
現在地

サンデーズ

　サン

至
　
鴻
巣働■

皇　l　I
至秩父

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください

4月の当番 工事　店　名 電話番号

1　・　6　・11　・16・21　・26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

2　・　7　・12・17・22・27 ㈱光　栄　建　設 36－1052

3　・　8　・13・18・23。28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　・10・15・20・25・30 ㈲松　本　設　備 36－5177

（6）
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●



トピザ7ス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

さいたま郷土かるた県大会

　第12回さいたま郷土かるた県大会が、

3月6日（日）、北本市体育センターで開

かれました。

　町からは、江南北小学校から団体1

組（3人1組）と個人1名が出場し、県

内の代表（120チーム、480人）の小学

生と競い合いました。

　この大会は、県内の名勝や旧跡、偉

人などで作られた“かるた”を使い、

楽しみながら埼玉を理解し、郷土愛を

高める心をやしなうために行われてい

るものです。

　写真は、団体戦の様子です。

ω
O
置
O
卜

中央第一土地区画整理竣工式典

　2月7日、森林公園アスレジャーク

ラブ内のアスパイア研修室に於いて、

熊谷都市計画事業江南中央第一土地区

画整理事業竣工式典が開催されました。

式典及び祝賀会には、約150名の関係者

の皆様が出席され、盛大のうちに終了

致しました。この事業は、健全な市街

地の造成と公共の福祉のため、理事長

をはじめ、地権者の皆様のご協力を得

て行われ、ここに竣工の日を迎えるこ

とが出来ました。

●

●

柔道教室
　2月21日から3月12日までの9日間、

江南中学校柔道場を会場にして、柔道教

室が開催されました。

　教室は小学1・2年生を対象に実施さ

れ、12名がすでに加入している上級生た

ちといっしょに指導を受けました。

　柔道愛好会の指導により実技だけでな

く、礼儀作法も教えてもらい充実した教

室になりました。



　
食
物
繊
維
で
便
秘

　
　
食
物
繊
維
と
は

　
食
物
繊
維
と
い
う
の
は
、
消
化
管
内

・
で
消
化
酵
素
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
に
く

い
も
．
の
、
つ
ま
り
口
か
ら
入
っ
た
も

の
が
そ
の
ま
ま
便
ど
し
て
出
て
く
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
、
昔
は
、
食
物
の
カ
ス
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
』

　
と
こ
ろ
が
ア
フ
リ
カ
の
原
住
民
で
食

物
繊
維
を
多
量
に
と
っ
て
い
る
と
大
腸

が
ん
の
発
生
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
食
物
繊
維
を
多
く

と
る
と
、
便
の
出
る
時
間
が
早
く
、
便

量
も
多
い
の
で
腸
内
に
発
が
ん
性
物
質

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
希
釈
し

た
り
吸
着
し
た
り
し
て
早
く
排
便
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。食

物
繊
維
で
便
秘
を
解
消

運動による

　便秘解消法

●

大
腸
が
ん
を
予
防

　
ま
た
、
便
秘
は
一
般
に
女
性
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
ひ
と
つ

に
は
、
便
意
が
あ
る
の
に
我
慢
し
て
し

ま
り
こ
と
、
他
の
ひ
と
つ
は
食
物
繊
維

の
少
な
い
食
事
を
と
る
た
め
腸
壁
へ
の

刺
激
が
少
な
く
、
そ
の
た
め
腸
管
の
運

動
が
十
分
で
は
な
く
な
る
た
め
で
す
。

　
便
秘
が
長
く
続
く
と
お
な
か
が
は
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
頭
痛
が
起
こ

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
便
秘
を
防

ぐ
に
は
、
定
期
的
に
ト
イ
レ
に
い
く
こ

と
、
積
極
的
に
繊
維
の
多
い
食
物
を
と

る
こ
と
で
す
。

　
　
大
腸
が
ん
も
予
防

　
食
物
繊
維
に
は
、
野
菜
な
ど
植
物
性

食
品
に
含
ま
れ
て
い
て
水
に
溶
け
な
い

も
の
と
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
海
そ
う
類
な

ど
に
含
ま
れ
る
水
に
溶
け
る
も
の
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
便
量
を
ふ
や
す
の
は
主

と
し
て
水
に
溶
け
な
い
繊
維
で
す
が
、

水
に
溶
け
る
繊
維
で
も
大
腸
の
中
で
細

菌
に
よ
り
分
解
さ
れ
ガ
ス
が
発
生
、
そ

れ
が
刺
激
に
な
っ
て
腸
の
運
動
を
促
進

し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
の
食
物
繊
維
で
も

便
秘
の
予
防
、
ひ
い
て
は
大
腸
が
ん
の

予
防
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
人
の
摂
取
す
る
食
物
繊

維
は
食
事
の
欧
米
化
も
影
響
し
以
前
よ

り
も
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
便
秘
、
大
腸
が
ん
予
防
の
た
め
に
、

野
菜
、
果
物
、
海
そ
う
、
豆
類
な
ど
を

で
き
る
だ
け
と
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し

よ
レ
つ
Q

●
お
腹
を
時
計
ま
わ
り
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
。

　1

－、
藝メ

●
散
歩
な
ど
軽
い
運
動
を
す
る

　
二
月
二
十
四
日
、
第
三
回
町
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
八
十
九
名
が
参
加
し
て
大

会
は
行
わ
れ
、
強
風
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
で
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
三
万
七
千
二

百
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）グリーンでのプレー（18番ホール）

懸
醐

男・女の上位入賞者

　
※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
眈
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

　野佐萩岡浅87口106藤83原87部88見

13訓32　9聖14幸18悦
・男・勉・一・夫・雄
2　 4　 6　 4　 0

73小73押73成72小70押
・江…　　　　江・
8川6切4沢6川0切　）　　　　 ）　　　　 ）　　　　　）　　　　 ）

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス

優
勝
富
岡
政
枝

　
　
　
　
　
8
　
　
4

　
　
　
　
　
m
　
　
3
．

準
優
勝
　
仲
　
ケ
イ
子

　
　
　
　
　
㎝
”
　
6
．

　
　
　
　
　
1
　
　
　
0
乙

4　8　賃C
　ハ　　　　 ハ　　

の
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ら

ゐ、るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
桜
山
」

　
春
を
彩
る
花
と
い
う
と
真
っ
先
に
思

い
浮
ぶ
の
は
「
桜
」
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
明
る
い
薄
肌
色
に
風
景
が
染
め

ら
れ
て
い
く
様
子
は
季
節
の
始
ま
り
を
告

げ
る
主
役
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
私
達
の
祖
先
も
桜
に
は
特
別
の

感
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
各
地
に
残

る
桜
の
名
所
・
物
語
・
記
録
か
ら
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
桜
に
関
係
し
た
地
名
は
、
　
「
桜
山
」

「
桜
丘
」
が
板
井
地
区
に
残
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
県
立
小
原
療
養
所
、
同
蚕

業
試
験
場
の
一
帯
を
い
い
ま
す
。
近
く

に
は
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
長
命
寺
跡
が
あ
り
、
長
命
寺
桜

と
呼
れ
た
古
木
が
有
各
で
し
た
。
　
『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
長
命
寺
に
は
、

「
当
寺
に
は
、
二
・
三
町
隔
て
て
開
山

塔
の
傍
に
古
木
の
桜
あ
り
、
俗
に
長
命

寺
桜
と
唱
へ
り
、
も
と
の
木
は
枯
れ
て

今
の
木
は
後
に
植
継
し
も
の
な
り
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
開
山
塔
は
ど
こ
に

建
て
ら
れ
て
い
た
か
不
明
だ
が
、
傍
の

桜
は
遠
目
に
も
き
わ
だ
ち
印
象
強
か
っ

た
ろ
う
。
信
仰
と
共
に
八
百
年
余
り
、

代
替
り
し
な
が
ら
も
そ
こ
に
桜
は
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
地
名
の
由
来
に
結
び
つ

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
命
寺
は
明
治

初
年
に
廃
寺
と
な
り
、
開
山
塔
も
失
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
傍
の
桜
の
記
憶

●
第40話

は
地
名
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　
古
く
か
ら
桜
は
寺
社
と
関
り
の
深
い

木
で
す
。
天
か
ら
下
っ
た
最
初
の
神
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
は
な

ノ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
海
神
の
娘
木
花

き
く
　
や
　
　
ひ
　
　
め

開
耶
比
売
に
求
婚
し
ま
す
。
こ
の
物
語

は
米
造
り
と
豊
作
を
占
う
儀
式
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
少
し
づ
つ
形
を
変
え
て
現

在
に
至
る
様
子
を
考
え
さ
せ
ま
す
。
天

孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
は
天
皇
家
の
直
接
の
祖

先
と
さ
れ
稲
穂
が
に
ぎ
に
ぎ
し
く
稔
る

と
い
う
意
味
を
持
ち
、
稲
魂
が
神
格
化

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
花
と
は
桜
の
こ
と
で
、
「
さ
」

は
早
苗
・
早
乙
女
と
同
じ
く
穀

霊
を
、
　
「
く
ら
」
は
神
の
居
る

「
神
座
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ

ま
す
。
桜
は
稲
の
神
が
宿
る
神

聖
な
木
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

桜
を
切
ら
ぬ
よ
う
戒
め
た
理
由

も
こ
の
辺
に
含
み
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
桜
の
咲
く
頃
は
農
作
業
の
始

ま
る
時
節
で
、
春
耕
や
種
ま
き

な
ど
の
作
業
の
他
に
そ
の
年
の

豊
作
を
願
う
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
四
月
八
日
は
山
に

入
り
山
神
を
迎
え
る
花
見
を
行

い
ま
す
。
迎
え
た
山
神
は
田
を

守
り
豊
作
を
約
束
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
花
見
の
風
習
は
豊
作

を
祈
る
集
落
全
体
の
行
事
と
し
て
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
仏
教
の
普
及

　
　
　
　
　
　
か
ん
ぷ
つ
え

以
後
、
本
来
「
灌
仏
会
」
と
い
う
釈
迦

誕
生
祭
が
豊
作
祈
願
の
行
事
と
混
じ
り
、

花
祭
り
と
い
え
ば
仏
教
行
事
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
花

を
神
社
に
献
じ
て
豊
作
を
願
う
儀
式
は

現
代
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
古
代
か
ら

変
ら
ぬ
願
い
や
意
義
が
花
祭
の
奥
底
に

流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
は
行
楽
気
分
の
花
見
は
、
豊
作
を

祈
り
神
を
迎
え
る
儀
式
に
源
流
を
た
ど

れ
る
よ
う
で
す
。
か
つ
て
、
文
字
通
り

桜
の
美
し
く
咲
く
桜
山
の
地
へ
、
近
隣

の
人
々
が
集
い
厳
粛
に
花
見
を
取
り
行

う
姿
を
想
像
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

蝦駁

難

●

第
三
位
　
牛
尾

　
　
　
　
　
9
6

▽
ベ
ス
グ
ロ
賞

男
子
　
萩
原

女
子
　
牛
尾

20昌
・子
4　＿

75
　　　本

6　）

日耳口
日ヨ三
子一
　　 　
三成

本沢
V　 ）
9683

▽
ニ
ア
ピ
ン
賞

　
・
3
番
佐
藤
　
勉
（
押
切
）

　
・
6
番
　
浅
見
　
悦
雄
（
押
　
切
）

　
・
1
2
番
富
岡
　
政
枝
（
樋
　
春
）

　
・
1
7
番
　
笠
原
喜
久
男
（
小
江
川
）

▽
ド
ラ
コ
ン
賞

　
・
1
番
　
萩
原
　
聖
一
（
成
　
沢
）

　
・
9
番
　
小
島
　
章
男
（
樋
　
春
）

　
・
1
3
番
　
小
林
　
正
道
（
板
　
井
）

　
・
1
5
番
　
嶋
田
　
文
雄
（
成
　
沢
）

会
員
を
、
募
集
し
て
い
ま
す

　
O
江
南
山
の
会

　
　
江
南
山
の
会
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

　
登
山
、
ス
キ
i
等
を
通
じ
て
会
員
相
互

　
の
健
康
増
進
と
親
睦
を
図
り
、
町
の
発

　
展
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

　
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。
自
然

　
の
中
で
共
に
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ

　
ん
か
。
平
成
六
年
度
の
計
画
は
、
つ
ぎ

　
の
と
お
り
で
す
。

　
　
連
絡
先
　
江
南
山
の
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
大
島
敬
治

　
　
　
　
　
　
　
　
費
三
六
－
五
四
五
五

，～
ハ

～り仁ワ4（つ（　

4
月
1
0
日

5
月
1
4
日

6
月
n
日

　
～
1
2
日

7
月
3
0
日

　
～
3
1
日

8
月
6
日

　
～
7
日

9
月
3
0
日

10

月
1
日

　
～
2
日

10
月
2
9
日

　
～
3
0
日

1
月
1
4
日

　
～
1
5
日

2
月
1
0
日

　
～
1
1
日

　
～
1
2
日

明
る
い
外
秩
父
の
山
歩
き

新
緑
の
城
峯
山
ハ
イ
ク

雲
取
山
～
三
条
の
湯
～

奥
多
摩
（
一
泊
）

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
尾
瀬

ハ
イ
ク
（
夜
行
日
帰
り
）

富
士
山
登
山
の
集
い

（
夜
行
日
帰
り
車
中
一
泊
）

穂
高
岳
、
澗
沢
、
紅
葉
ハ

イ
ク
（
夜
行
出
発
車
中
↓

泊
）

大
菩
薩
峠
ハ
イ
ク

（
夜
行
日
帰
り
）

奥
利
根
国
際
＆
大
穴
ス
キ

ー
教
室
（
一
泊
）

水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
教
室

（
夜
行
出
発
一
泊
）

　聯ノ験ずご　、，、磁詰漁継騰

奥秩父金峰山登山教室より

蜘
｝菱

（9）



　　　　諄o甲翼ノ、ヲ’

業のタクシー。　（埼玉県知事と協定

を結んでいる業者プ

～利用券の申請方法～

　身体障害者手帳または、療育手帳

と印かんを持参のうえ、役場住民福

祉課へ申請してください。

～受付期間～

　4月1日から（土曜日、日曜日、

祝日を除く。）

問合せ

　くわしいことは、役場住民福祉課

台36－1521内線225までお問い合わ

せください。　　　　　　　　　　一
狂犬病予防注射と畜犬登録　　コ

　　　　　　　　　　　　　噛
日時4月19日侠）　　　　0
場所9：30～10：30三本渡唐神社ロ璽
　　　1・：5・一11：5・成沢静簡院東ヨ

　　　　　　　側駐車場　　①
　　　13：10～14：00板井研修セン　　ー

　　　　　　　ター　　　　　■剛ロ　　　14：1。一15：。。野原文殊寺　0

　　　4月20日㈱　　　　コ
　　　9：30～11＝30農業総合セン

　　　　　　　ター
　　　9：30～11：30農協i南支所

　　　13：10～15＝00江南町役場

費用灘1：糊）計・・…円

　　　当日会場へ持参ください。

日時5月15日（日）

場所9：30～12＝00江南町役場

費用灘1：糊）計・・…円

　日曜日の場合は、注射料金が千円

高となります。　（料金は1頭当り〉

調査員が調査のために町内すべての

事業所に伺いますので、調査へのご

理解とご協力をお願いいたします。

　総務庁統計局・埼玉県・江南町

　お問い合わせは役場企画課まで

　台36－1521　内線221

　町福祉タクシー利用料金
　　　助成事業スタート

　重度心身障害者に対し福祉タクシ

ー利用料金の一部を助成する制度が、

4月1日から県内一斉にスタートい
たします。

　福祉タクシー制度はつぎのとおり
です。

～利用できる人～

・身体障害者手帳1級、2級または
3級所持者。

・療育手帳⑥、AまたはB所持者

～助成額～

　タクシー初乗り料金

～利用回数～

　年間24枚（住民福祉課で登録申請

し、利用券の交付を受けてください。）

～利用方法～

　タクシー乗車の際、身体障害者手

帳または療育手帳を提示するととも

に、福祉タクシー利用券（1回の乗

車に1枚利用可）を運転者に渡し、

初乗り料金を差し引いた額を支払っ

てください。

～利用できるタクシー～

　埼玉県乗用旅客自動車協会および

埼玉県個人タクシー協同組合に加入

している一般乗用旅客自動車運送事

　納付が困難なときは免除制度もあ

りますので、ご相談ください。

保険料は便利て塙利な前納を

　国民年金の保険料は、一年分をま

とめて納めることができます。

　平成6年4月28日までに、平成6

年4月分から1年間の保険料を前納

すると表のように割引されます。

　平成6年4月～平成7年3月
　1ケ月　　11，100円（定額保険料）

　　　　　　　400円（付加保険料）

前納した場合

の比較
定額保険料

定額保険料
　　十
付加保険料

月々納めた場合 133，200円 138，000円

前納した場合 129，990円 134，670円

割　　引　　額 3，210円 3，330円

　　　　　事業所名簿整備調査

　　　　　　　　にご協力を

●　　　平成6年4月20日現在で、事業所

　　　統計調査の一つである事業所名簿整

　　　備調査が行われます。

　　　　この調査は、平成3年事業所統計

　　　調査（事業所の産業の種類や従業者

　　　数など事業活動の基本となる事項を

　　　調査して我が国の産業構造や事業所

　　　の地域分布を明らかにする調査）以

　　　後の事業所の新設や廃業などの変動

　　　状況を調査し、政策推進のための基

　　　礎資料を提供するとともに、各種統

　　　計調査を実施するための、より精度

　　　の高い資料を得ることを主な目的と

　　　しています。

　　　　4月20日から、県知事が任命した

ε
う
を
勘

俳
句
会
⑯

春
め
く
や
歳
時
記
に
湧
く
旅
心

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

遺
句
集
に
妻
の
あ
と
が
き
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

衿
立
て
て
バ
ス
待
つ
人
や
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

春
浅
し
少
年
少
し
反
抗
期

　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

春
浅
し
静
か
に
煮
立
つ
煎
じ
薬

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

春
浅
し
温
き
声
し
て
ひ
よ
こ
の
荷

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

浅
き
春
廊
下
に
ひ
び
く
痴
呆
声

　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

春
遅
し
彩
を
持
た
ざ
る
秩
父
嶺

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

春
浅
し
孫
就
職
を
告
げ
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

春
浅
し
膝
の
う
ず
き
の
ま
だ
癒
へ
ず

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

春
浅
く
白
衣
の
ま
ま
の
浅
間
山

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

春
浅
し
川
面
に
遊
ぶ
鳥
の
群

　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

山
深
き
い
で
湯
の
宿
の
浅
き
春

　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

春
浅
し
気
候
変
化
に
身
を
守
る

　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

　
●

　
　
　
ほ
　
ら

大
護
摩
の
法
螺
ぶ
お
ー
ぶ
お
ー
と
浅
き
ゆ

春
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

生
命
あ
る
物
の
息
吹
き
の
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

ピ
ア
ノ
の
音
外
に
飛
び
出
す
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

山
水
の
温
み
感
じ
る
浅
い
春

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

氷
柱
折
る
忘
れ
難
き
を
忘
れ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

池
の
面
の
あ
ひ
る
動
か
ず
浅
き
春

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
次
郎

編
物
の
手
つ
か
ぬ
ま
ま
に
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子

雨
上
り
梅
の
蕾
の
色
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

朝
の
陽
に
迂
回
す
る
鳥
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

朝
起
き
て
眺
め
る
庭
の
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
小
泉
美
津

異
国
に
て
寒
明
け
の
日
を
迎
へ
な
む

　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

真
向
い
に
今
白
鳥
の
翔
た
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
の

慈窺、

　
　
　
　
　
騨

㍉
％
％
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圏國圃圖
農林学級（4月）

開催日 内　　　　　容 時　間

9日（土） 木工型抜き　㊥ 10：00

9日（土） 木工型抜き　⑳ 13：30

10日（日） トマトの収穫④ 13：30

13日（水） イチゴジャムづくり○ 10：00

17日（日） 木工本立て　㊨ 10：00

17日（日） トマトの収穫④ 13：30

20日（水） たけのこ料理O 10：00

22日働 木工ミニチェアー○ 10：00

24日（日） 木工工作室開放日　e 9：00
24日（日） ミニトマトの栽培講習 13＝30

㊥

27日（水〉 モロヘイヤの栽培講習 13：30

O
　
学

　
小

　
＝

　
④
　
所

　
、
　
務

　
子
　
事

　
親
般
理

　
生
一
管
㎝

　
学
一
一
園
2
3

料
小
e
公
一

　
一
一
、
林
8
3

無
⑳
生
農
含

用
象
　
付
せ

　
　
　
　
合

費
対
　
受
問

〆

花き園芸講座（4月）

開催日 内　　　　容 費　用

14日（木） 観葉植物を楽しむ 1，000円

15日團 春の山野草 1，500円

18日（月） 鉢植えのフジ作りと 500円
管理のポイント

20日（水） 洋ランの株分けと植 1，500円

え替え

29日㈹ 春の薬草あれこれ 無　　料

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

行います。

大里郡川本町本田5768－1

埼玉県農林公園内・植物振

興センター分室a83－2841

圖圏國圖
英会話（初級）教室

日時5月17日σ℃～7月19日依）ま

　　での毎週火曜日の10回コー
　　ス　18時30分～20時30分
対象基礎的、日常的な会話をこ
　　れから勉強したい人。
場所埼玉県熊谷福祉センター
講師外国人講師を予定
受講料　10，300円（他にテキスト代

　　1，000円程度）

定員30名
申込み　5月9日（月〉午前9時から電

　　話で受付けます。

　　821－5421
油絵教室受講生募集

これから油絵を始めようとする人

を対象に、デッサンから始め、静物

画、風景画、人物画などを描き、油

絵の描き方の基本を学びます。

日時5月26日・6月2日・9日・
　　23日・30日・7月7日・14
　　日・21日の8日間コース
　　13時30分～16時30分
場所埼玉県熊谷福祉センター
受講料　8日間で7，210円（消費税

　　込み）画材、絵具は別で受

　　講日初日に現金徴収
講師新井信一（埼玉県美術家協

　　会会員
申込み　5月10日（火）～13日（㊨午前9

　　時から電話で受付けます。

　　費21－5421

圏圖圃囮
行政・心配ごと・

　　人権相談
日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。

日時4月26日（火）

　　午前9時30分から正午まで
　　勤労福祉センター研修第2

国民年金保険料は

納めましたか

4月は、　「5年度分」保険料の最

終納期となります。

5年度分（5年4月分～6年3月
分）の保険料納付書をお持ちの人は、

もう一度お確かめのうえ4月28日ま

でに納付してください。

国民年金の保険料は、ご自分で納

めなければなりません。保険料を未

納のままにしておくと、不慮の事故

や病気で障害者になったとき障害基

礎年金が、母子家庭になったとき遺

族基礎年金が受けられなくなるばか

りでなく、将来、老齢基礎年金が受

けられない場合もあります。

●

月
中
届
出

島
田
　
家
造

新
井
　
　
寛

7478年
歳歳齢

敬
称
略
）

押
切

押
切

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
二
月
中
届
出

成
　
沢

　
　
　
　
ゆ
う
　
き

　
水
野
　
雄
貴

上
新
田

　
　
　
　
た
い
　
き

　
佐
々
木
太
稀

押
　
切

　
　
　
　
き
よ
　
と

　
馬
場
　
清
登

　
　
　
　
ゆ
う
　
や

　
長
島
　
悠
耶

樋
　
春

　
　
　
　
あ
や
　
な

　
遠
藤
　
彩
奈

　
　
　
　
ま
　
　
い

　
大
西
　
眞
衣

小
江
川

　
　
　
こ
　
　
　
　
　
は

　
伊
藤
木
の
葉

　
柴

　
　
　
　
　
は
る
か

　
嶋
田
　
　
遥

中
　
　
央

　
　
　
　
　
か
な
め

　
井
出
　
　
要

　
　
　
　
み
　
　
き

　
新
関
　
未
稀

長長　長　二　三長　長長　長　二
女男　女　女　女女　男男　男　男
（　 （

勝徹
）　 ）

（
健
一
）

兼
雄
）

真廣
）　 ）

茂
次
郎
）

（
幸
治
）

教
之
）

昭
…
夫
）

（
敬
称
略
）

）
保
護
者

お
誕
生
お
め
で
と
う

●

12，250

町民のうごき

12，210一

12，170一・

人／戸

3，520一

3，490一

3，460
12月　1月　2月　3月

3月1日現在

人口　12，233人　十28

男6，026人十17

女6，207人十11
世帯　3，528　＋7

平成6年　救急車出動状況

救急出動状況 2　月 累　計

交　　　　　　　通 8件 16件

一　　般　　負　傷 3件 5件

急　　　　　　　病 16件 30件

そ　　　の　　　他 2件 4件

合　　　　　　計 29件 55件

（11）



、

　　　　かず　　ゆき

井上知之ちゃん
　平成5年4月11日生
　井上文男・昭子さんの・

長男（11ヵ月）　　．小江川

　「おもちゃの電話は、美

味しいよ」この頃、なんで

も口にする知之です。

　素直で丈夫に育って欲し

いと思います。

　　　　ゆ　　　い
横山結衣ちゃん
　平成5年8月9日生
　横山輝美・久美子さんの

長女（7ヵ月）　　三　本

　お風呂と散歩とおとうさ
んが大好きな女の子です。

（いつも男の子に間違えら

れますが……）

　元気！がとりえです。

　　　　あか　　　り

富田明里ちゃん
　平成5年6月5日生
　富田　実・美代子さんの

長女（9ヵ月）　千代
　お兄ちゃんのいい§オモ

チャヤになっています。で

もお兄ちゃん大好きな明里

です。明るく、のびのびと

育ってほしいです。

．鱒

、．

虹、

．
づ
、
，
　
　
　
　
　
σ
．
暖《

　　　　ひろ　　かず

田中宏和ちゃん
　平成5年6月6日生
　田中宏二・憲江さんの

長男（9ヵ月）　押切
　すくすく育ち、現在9．5

kgです。

　ハイハイも、目が離せま

せんが毎日家の中を楽しく

してくれています。

●

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

減
塩
だ
し
醤
油
と

し
い
た
け
の
佃
煮

井
上
道
子
さ
ん
（
小
江
川
）

▼
材
料

　
醤
油
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
ニ
カ
ッ
プ

　
酒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ニ
カ
ッ
プ

　
水
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
⊥
カ
ッ
プ

　
干
し
し
い
た
け
…
…
…
…
…
…
八
枚

　
昆
布
…
…
…
…
…
二
枚
（
十
㎝
角
）

　
か
つ
お
ぶ
し
…
…
…
…
…
一
カ
ッ
プ

▼
作
り
方

①
ボ
ー
ル
に
酒
と
水
を
一
諸
に
入
れ
、

　
干
し
し
い
た
け
・
昆
布
・
か
つ
お
ぶ

　
し
を
入
れ
、
一
晩
つ
け
て
お
く
。

　
（
千
し
し
い
た
け
、
昆
布
は
、
　
一
口

　
大
に
切
り
、
か
つ
お
ぶ
し
は
、
手
で

　
も
ん
で
お
く
と
よ
い
）

②
鍋
に
ボ
ー
ル
か
ら
移
し
、
醤
油
を

　
入
れ
、
二
分
間
沸
騰
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ

　
冷
ま
し
て
か
ら
漉
し
、
よ
く
絞
ぼ
っ

　
て
お
く
。

※
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
。

※
煮
物
等
に
使
用
す
る
。

　
少
量
の
味
つ
け
で
コ
ク
の
あ
る
、
素

　
材
の
味
を
ひ
き
た
て
、
色
も
自
然
な

　
お
い
し
さ
を
味
わ
え
る
。

　
ま
た
、
減
塩
な
の
で
体
に
も
よ
い
。

▼
佃
煮

　
漉
し
て
残
っ
た
具
を
鍋
に
入
れ
、
水

　
ニ
カ
ッ
プ
と
み
り
ん
一
カ
ッ
プ
を
入

　
れ
煮
つ
め
る
。

　
し
い
た
け
と
昆
布
の
佃
煮
が
出
来
上

　
が
る
。●

　
　
訂
　
　
正

　
先
月
の
広
報
三
月
号
で
紹
介
し
た
人

権
作
文
特
集
の
北
小
五
ノ
ニ
、
松
下
麻

里
子
さ
ん
と
、
お
誕
生
お
め
で
と
う
の

中
で
紹
介
し
た
成
沢
の
福
島
早
織
さ
ん

の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
あ
な
た
は
こ
の
春
、
も
う
つ
ば
め
を

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
つ
ば
め
が
巣
を
作
る
と
吉
兆
、
来
な

く
な
る
と
凶
兆
、
ま
た
つ
ば
め
を
殺
す

と
火
難
に
遭
う
、
な
ど
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
地
方
も
あ
り
ま
す
。
害
虫
を

食
べ
て
く
れ
る
の
で
、
大
切
に
思
っ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
つ
ば
め
は
春
に
飛
来
し
て
繁
殖
し
、

秋
に
な
る
と
南
の
国
に
飛
び
去
る
渡
り

鳥
で
す
。
数
も
多
く
、
人
家
に
近
い
人

目
に
つ
き
や
す
い
所
に
い
る
の
で
、
渡

り
鳥
の
代
表
と
し
て
、
生
物
季
節
観
測

の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ば
め
は
繁
殖
期
間
中
、
家
の
軒
下

や
梁
な
ど
に
巣
を
作
る
の
で
、
昔
か
ら

人
間
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
同
じ

つ
ば
め
が
元
の
家
に
戻
っ
て
く
る
こ
と

も
多
く
、
春
に
な
る
と
つ
ば
め
が
帰
っ

て
く
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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